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小皮膚外科術
　キュレットは主に壊死組織の切除に用いられる器
具のひとつであるが、皮膚外科にも有用である。
　症例（図a）は60歳・女の指爪甲下の病変を示し
ている。当初グロムス腫瘍を疑ったが、病理像は血
管腫であった。局所麻酔後、キュレットを用いて病
変部を切除した（図b）。
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キュレットについて
　丸い筒状ないしリング状の刃がプラスティック製
の柄の先端に装着された医療器具で、潰瘍部や壊死
病巣のデブリッドマンに使用されることが多い。
爪甲下のグロムス腫瘍の摘出には好都合である。

サイズ表示がある方が上になります

刃は下向きにつけてあります
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